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資料

九州・沖縄地域におけるソバ (Fagotyrumesculentum Moench)の

新作型・新品種の開発とそれらによる環境保全に関する研究

原 貴洋*

要約 本研究は，九州沖縄地域の農業振興の観点から，農家，製粉業者および消費者にとって重要な作物であるソパにつ

いて，新たな栽培技術と新品種の開発に取り組んだものである.九州地域では台風被害によりソパの子実収量が著しく減

少することにより，ソパの生産量が非常に不安定となっている.そこで九州地域に関しては，台風がない時期の作型であ

り，ソパ需要が高まる夏に収穫したての新鮮なソパを供給できる，春まき栽培に適した栽培技術を開発した. しかしなが

ら，春まき栽培では穂発芽が発生しやすいとの問題がある.そこでまず，穂発芽がソパ粉とソパ茄で麺の品質を劣化させ

ることを明らかにし，穂発芽しにくい品種の開発が非常に重要であることを示した.次いで，穏発芽性系統の評価方法を

開発し，春まき栽培向けの多収性品種が備えるべき特性を明らかにしたさらに，春まき栽培に適した多収で穂、発芽しに

くいソパ新品種「春のいぶき」を育成した.沖縄地域に関しては，ソパが栽培されてこなかった地域であるが，台風被害

がほとんどない秋から春の時期でのソパ栽培の新規実現を図ったまず，極短目の栽培環境に適した品種の開発戦略を提

示した.さらに，サトウキピの輪作作物にソパを取り入れ，ソパ収穫後にソパの栄養器官を活用したマルチの実施により，

沖縄地域で重要な環境問題である土砂流出を軽減できることを明らかにした

Studies on Cultivation Methods and Breeding for New Cropping Seasons of Buckwheat 

(Fagopyrum esculentum Moench) and Soil Conservation by Them in Kyushu-Okinawa Regions (Takahiro 

HARA*) 

Abstract In this study， the author studied to develop new cultivation methods and new varieties of buckwheat， which is not 

only profitable crop for farmers and buckwheat millers but also preferred by consumers， for the development of agriculture in 

Kyushu-Okinawa regions. However， buckwheat production in Kyushu region is unstable， because grain yield severely decreases 

by typhoon damage. In Kyushu region， thus， the author established the cultivation method suitable for the cropping season 

without typhoon， which is early spring seeding and can provide fresh crops at the buckwheat-demand season in summer. But 

the cropping season seemed to have high企equencyof preharvest sprouting. Firstly， the author demonstrated that it was most 

important to develop the cultivars resistant to preharvest sprouting， because it decreased the quality of buckwheat flour and 

cooked buckwheat-noodle. Secondly， the author developed an evaluation method of breeding lines for the resistance to 

preharvest sprouting and demonstrated the characteristics for high yielding cultivars under the conditions in the new cropping 

S回 son.Lastly， the author registered a new buckwheat cultivar “Harunoibuki" with high yield and resistance to preharvest 

sprouting， suitable for the new cropping season. With regard to Okinawa region where buckwheat has not been cultivated， the 

author attempted to cultivate buckwheat during autumn， winter and spring when typhoon would rarely hit the region. Firstly， 

the author developed a strategy to breed the new cultivars suitable for the environment with extremely short day-length. 

Secondly， the author demonstrated that buckwheat cultivation as rotation with sugarcane and mu1ching of the vegetative organs 

of buckwheat after harvest ameliorated soil erosion， which is a prevailing environmental problem in Okinawa region. 
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筆者は2009年3月に博士号(農学)の学位を取得した

本資料は，この学位論文の内容について簡単に紹介するも

のである

普通ソパ (Fagotyrumesculentum)はタデ科に属する植物

で，世界中で広く栽培されており，子実は製粉され，麺，

パンケーキ等の様々な食品に加工される.わが国におい

て，ソパはその多くが麺として食べられる人気の食材であ

り，特に国産ソパは消費者や実需者に人気が高い.また，

ソパは生育期聞が2ヶ月程度と極めて短いため短期間の好

適環境で栽培でき，また輪作にも組み込みゃすいことおよ

び粗放的な栽培が可能で、あるため単位労働時間あたり所得

が高い しかしながら，ソパの国内生産量は非常に不安定

となっており，農業生産者の収益が不安定になるのはもち

ろんのこと，実需者は国産ソパの安定確保に苦慮している

状況である ソパ生産量が不安定な理由と して，既存ソパ

産地における台風シーズンに重なる作型が，台風の被害を

受けやすいためと考えられている.しかし 比較的温暖な

九州・ 沖縄地域においては台風が少ない期間の新たな作型

を実現できる可能性がある.本研究ではその実現を図るた

めに重要となる単位土地面積あたり子実収量と品質に着目

して，栽培技術ならびに品種の開発に取り組んだ

本研究では.(1)九州・ 沖縄地域の新たな作型において共

通の問題であるソパの穂発芽がソパ粉および麺の品質に及

ぼす影響を検討し (2)難穂発芽性品種の育成について論じ，

(3)九州、卜 沖縄地域の新たな作型に適した多収性品種の開発

に必要な基礎知見を明らかにし (4)ソパ栽培の歴史がない

沖縄の主幹作物であるサ トウキピの輪作作物と してソパを

栽培して流出土砂を定量し，珊瑚礁の減少につながる環境

問題である土砂流出をソパの栽培が軽減で、きる ことを明ら

かに した

1)ソバ粉および麺の品質に及ぼす穂発芽の影響

九ナ|・|・ 沖縄地域の新たな作型を考える場合，その普及を

妨げかねない共通の問題として穂発芽がある (Haraら

2007) .穂発芽とは，子実成熟後の収穫直前の降雨によっ

て収穫前に子実が発芽してしまう現象である(第 1図)

成熟期頃のソパ植物への自然降雨および人工降雨の影響を

調べたところ，降雨に伴い穂、発芽が発生し 穂発芽粒率の

増加に伴ってソパ粉の糊化粘度は低下した(第 2図).こ

れは発芽に伴いデンプン分解酵素の活性が高まる結果と想

像されたソパ麺はソパ粉 小麦粉の混合粉から作られる

ことが多く， 小麦粉の添加はソパ茄で麺の物理性を変化さ

せることが知られているため，ソパ粉のうち 20~80% を小

麦粉に置換した場合についても穂発芽の有無が糊化粘度に

及ぼす影響を調べた 小麦粉の糊化粘度は穂発芽していな

いソパ粉より低かったが穂発芽したソパ粉より は高いこ

とが示された しかし 穂発芽によって低下したソパ粉の

最高粘度は， 小麦粉を加えても上昇しなかった(第3図)• 
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第 2図穏発芽粒率と粉l化粘度の関係

人工降雨処理は O. 2. 5日間実施 ソパ粉の糊化粘度は

rapid visco analyzerで測定

ソパ麺の物理性はデンプンの性質によって重要な影響を

受けると考えられているが，穂発芽した子実由来のソパ粉

の最高粘度が低かったことは麺の物理性にまで影響する可

能性が考えられたそこで，穂発芽粒および正常粒から得

られたソパ粉を用いて加工した茄で麺を切断するときの応

力を調べた (Haraら 2009).この時，ソパー小麦混合粉か

ら加工した茄で麺についても調べた その結果，発芽によ

り糊化粘度の低下したソパ粉から加工した茄で麺を切断す

るときのピーク応力とピーク歪は，正常なソパ粉から加工
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第3図 健全粒と穏発芽粒から得られたソバ粉の

糊化粘度に及ぼす小麦粉混合の影響.

ソバ粉の糊化粘度は rapidvisco analyzerで測定.
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第4図穂、発芽が茄で麺切断のピーク応力に及ぼす影響

した茄で麺より低下しており，小麦粉の混合による影響は

みられなかった(第 4図).このようなピーク応力とピー

ク歪の低下は麺を噛み切る時の歯ごたえが少ないという食

感につながり，晴好上劣ると考えられていることから，穂

発芽粒から得られたソパ粉を用いたソパ茄で麺は晴好上劣

る可能性が考えられた.すなわち，ソパ栽培において穂発

芽発生を防止する必要性の科学的根拠が本研究から明らか

になった.

2) ソバ新作型の成立に必要な難穂発芽性品種の聞

発

1)の結果から，九州・沖縄地域における新しい作型のソ

パ栽培を実現するためには穂発芽発生の防止が重要である

ことが示された著者は栽培法の改良よりは遺伝性の改良

の方が効果を発揮するものと考え，難穂発芽性品種の育成

を図ることとした.難穂発芽性品種育成のために明らかに

しなくてはならない基本的な課題の一つに穂発芽評価法の

確立がある.そのために，自然降雨による穂発芽粒率の品

種間差異を明らかにするとともに，屋内での発芽試験によ

る発芽率の品種間差異との関係を検討した (Haraら

2008) .その結果，自然降雨下での穂発芽粒率と発芽試験
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第 5図発芽試験による発芽率と圃場における穂

発芽粒率との関係

の発芽粒率の聞に密接な相関関係が明らかになったことか

ら(第 5図)，ソパの穂発芽の品種間差は屋内で、の発芽試験

で評価できることが示されたこのことから，ソパ育種事

業の中で自然条件では穂発芽が発生しない年，場所および

栽培時期などでも，選抜が可能であることが明らかになっ

た.

著者らは，これらの穂発芽評価法に基づき九州の春まき

栽培向けの品種開発において難穂発芽性の選抜を試行し，

育成系統を得たその育成系統と既存品種の子実収量およ

び穂発芽を比較調査し，主要な特性を明らかにすることに

より，九州地域の春まき栽培向けに難穂発芽性品種「春の

いぶき」を育成した(原ら 2009).九州地域新作型の春ま

き栽培において，春のいぶきの子実収量は既存品種に比べ

て高く，穂発芽は既存品種より少なかった(第6図).固定

度，ソパ粉および麺の品質ならびに現地への適応性を調査

した結果，実用上の欠点は認められなかった.これらの試

験成績に基づいて，春のいぶきが暖地の西南暖地における

春まき栽培において普及・定着が可能と判断し， 2008年2

月に種苗法に基づく品種登録出願申請が受理され， 2008年

4月には「そば春のいぶき」として農林水産省認定品種

に認定されたそして，鹿児島県，熊本県，大分県等にお

いて，農業生産者による栽培が始められている.

3) ソバ新作型に必要な多収性品種開発の指標

2)において，九州・沖縄地域の新たな作型を実現させる

ための共通な課題であった穂発芽の問題に対しては，難穂、

発芽性品種の育成による解決法を提示することができた.

しかし，それに加えてそれぞれの作型において一定の子実

収量が確保されることが不可欠である.子実収量はソパの

生長および結実により決定されるが，それらは日長により

大きく影響を受け，その影響は生育ステージや品種によっ

て異なることが報告されている(道山・林 1998，
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第 7図
穂発芽粒率(%)

沖縄の 3月播種における収量構成要素の品種間差

異

第 1表

春のいぶきの穂発芽と子実収量.

2004-2006年の平均値 あえて収穫を遅らせることで穏

発芽を発生させ穏発芽粒率を調査した

第 6図
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料，判*は分散分析の結果，それぞれ 1%， 0.1%レベルで有

意差あり 同一記号のついた値問には 5%レベルの有意差が

無い (Holm法).

における 11月播種および 12月播種のような特に日長が短

い栽培期間においては，主茎花房数および個体あたり花房

数が子実収量との聞に密接な正の相関を示した(第7図)• 

選抜指標には栽培法の影響を受け難い主茎花房数の方が適

することから，このような極短目の条件における高収量品

種の育成を考える上で主茎花房数が多い品種を目標とする

ことが重要と考えられた秋型品種は他の品種より主茎花

房数が多いが，この時期の栽培では秋型品種でも十分な主

茎花房数を有しているとはいえなかった.ソパの花房数は

低緯度の品種ほど多いことから，低緯度地帯の外国品種の

導入などによって新品種育成のために育種素材の遺伝的変

異を拡大することが重要と考えられた.

沖縄における 3月播種のように日長が 12時間くらいか

ら徐々に長くなる栽培時期では，生育前半の短日下におい

て主茎花房数および花房あたり開花数が多い秋型品種の形

質を発揮し次第に長日条件となる生育後半においては結

実率および千粒重が大きい夏型品種の形質を発揮すること

が望まれることが示された(第 1表).このような形質の

新しい組み合わせを備えた品種の開発が望まれる.

4)沖縄地域におけるソバ栽培の環境保全効果

新たに沖縄地域においてソパ栽培を開始するのにあたっ

** *** *** 当**

Michiyamaら 2003). 

九州の春まき栽培は日長が約 12時聞から約 14.5時間に

かけて次第に増加する環境下での栽培であるが，このよう

な環境で多収性品種の開発に必要な基礎的知見はない.そ

こで九州の春まき栽培における収量関連形質の品種間差異

を検討しそれらの基礎知見を得ょうとした(原ら 2009). 

その結果，鹿屋在来等の秋型品種および常陸秋そば等の中

間秋型品種は調査期間中に成熟に至らず，子実収量が他の

品種より著しく少なくなることが判明した(第 6図).こ

れに対して，階上早生等の中間夏型品種はキタワセソパ等

の夏型品種に比べて主茎花房数が多く. 1個体あたり花房

数が多いことによって，収量が高くなることが明らかに

なった.これらより，九州地域における春まき栽培向け多

収性品種の開発素材として 秋型品種および中間秋型品種

は不適であり，中間夏型品種が有望なことが明らかになっ

た.

沖縄地域においてはソパの栽培の歴史は見当たらない

が，気温や台風頻度を考慮するとソパ栽培の実現可能性が

考えられるのは1O~5 月の期間である.この期間は，冬季

に日長 11時間以下の短日が続く等， 日長がこれまでの報

告における範囲に比べて著しく短い特徴がある.このた

め，沖縄地域の冬期の短日環境に適した多収性品種の開発

に必要な基礎的知見を得るために，収量関連形質の品種間

差異を検討した(原ら 2008).その結果，主茎花房数，花

房あたり開花数および千粒重といった収量関連形質におけ

る品種聞の順位は日本の他地域での実験で報告されている

順序とほぼ一致していた. したがって，これらの形質の大

小関係については，沖縄の栽培環境だけでなく，既存ソパ

産地の栽培環境における遺伝資源評価および選抜も有効と

考えられた.

収量構成要素と子実収量の関係に着目してみると， 沖縄
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第 8図 夏植えサトウキピの輪作作物としてのソパ栽培による赤

土等流出防止効果

て，現行の営農条件に適したソバの栽培技術の開発が望ま

しい.沖縄においては主作物であるサトウキピやパイン

アップルの休閑期間に栽培できる新規輪作作物の導入が収

益性と土砂流出防止の観点から切望されてきた.

ソパを輪作作物として導入した時の土砂流出低減効果を

実験的に評価するために，ソパを夏植えサトウキピとの輪

作作物として栽培し圃場からの土砂流出量に及ぼすソパ

栽培の影響を解析した(塩野ら 2007).その結果，ソパ栽

培の導入によって，夏植えサトウキピ圃場からの土砂流出

量は休閑で裸地にした場合より 39%減少していた(第 8

図).これから，ソパの栽培は夏桶えサトウキビ栽培聞場

の土砂流出の軽減に有効であることを実証できた.

おわりに

本研究において育成した九州の春まき栽培向け難穂発芽

性品種「春のいぶき」は，農業生産者への普及に移された.

地球温暖化に伴い作物生産への台風被害が将来さらに激化

すると考えられているが，九州地域の新作型である春まき

栽培は台風の少ない期間に作付けすることから，囲内のソ

パ生産量の安定化に大きく寄与すると期待される.また，

本研究においてはこれまでソパの栽培が行われてこなかっ

た沖縄地域での栽培に適するソパ品種の育成目標とすべき

特性を明らかにするとともに，沖縄で大きな問題となって

いる土砂流出の低減効果を明らかにすることができた.こ

の研究成果を基に沖縄へのソパの導入が進むことにより，

ソパの圏内生産量の安定化に寄与すると同時に，沖縄地域

における重要な主幹作物であるサトウキビの持続可能な栽

培体系構築にも寄与する可能性がある.これらの栽培によ

る収穫期は夏前であるため，一年のうちで需要の多くなる

夏に新ソパを供給で、きるという付加価値が期待できる.

次雄先生，村山重俊先生に厚く感謝の意を表します.
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